


～はじめに～
八尾市は、豊かな自然と歴史・文化に育まれ、農業・商業・工業のバランスがとれた産業に支えられた、活気あふれる街である。これまで、市民とともに、自分たちの住み・働くまちを大切に育ててきた。

しかし、昨年来の経済と雇用状況の悪化は、八尾市の産業にも大きな影響を及ぼし、地域の活力を減退させ、市民の方々の不安の拡大に拍車をかけている状況にある。

八尾市がもつ底力を発揮し、地域の活気を取り戻すために、我々各機関が連携して各々の役割を担い、限られた資源を効果的に活用することで、地域経済の活性化を図り、市民とともに将来に希望が持てるまち「やお」とするため、今回の会議を設けることとした。
そこで、現在の厳しい経済状況の中にあっては、

１ 経営悪化を緩和するための中小企業支援
２ 中小企業の経営安定に向けた支援
３ 安定した雇用環境の確保に向けた支援

４ 賑わいづくりによる地域経済の活性化
を柱に、対策を講じることとする。
また、将来を見据えた産業振興の方向性として、八尾市の強みである産業と、良好な住環境の共存を図り、「住みつづけたいまち」と感じる、賑わいのある元気な八尾市の創造を目指す。
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　　・市内事業所の状況把握と受注の減少や資金繰りの悪化に対応

(1) 八尾市と八尾商工会議所による現況調査

(2) 中小企業等への金融支援
（セーフティネット融資の活用、八尾市小規模企業融資の充実）

(3) 公共事業の早期発注及び早期支払


　　・将来を見据えた経営革新や人材育成などの取組を支援

(1) 八尾市中小企業サポートセンター事業(経営革新、人材の確保･育成、技術相談 など)
(2) 地域商業活性化アドバイザーの設置などによる商業者への支援

(3) 商工振興支援拠点の整備

(4) 八尾市産業博の実施

　　・ハローワークと連携した就労支援や市民相談など
(1) 八尾市ワークサポートセンター事業（法律相談、ミニ面接会　など）
(2) 雇用創出事業(就職フェア)および職業能力開発事業(各種講座)
(3) 就労相談と生活相談の連携

(4) 雇い止め非正規雇用労働者等の雇用

(5) 市営住宅の提供


　　・産業振興支援の強化や地域資源を活用した地域の活性化

(1) 地域通貨の活用を通じた地域の賑わいづくり
(2) 商工振興支援拠点を活用した総合的な支援


· 定額給付金・子育て応援特別手当の支給

· ふるさと雇用再生特別交付金・緊急雇用創出事業臨時特例交付金の活用



(1) 八尾市小規模企業融資の充実＜拡充＞

市場金利の引き下げに連動して利率を引き下げ(１．４％ → １．２％)

(2) 企業訪問等による現況調査＜拡充＞

市長と八尾商工会議所会頭が市内企業を訪問するとともに、八尾商工会議所の経営指導員による聞き取り調査を緊急に実施


(1) 八尾ロボットフェアの実施＜新規＞

大学が所有するロボットの展示と、市内ものづくり企業と小中学生がチームを組んで参加するロボット競技会の実施

(2) 経営革新セミナー

経営革新を実践している企業による講演と大阪府からの制度説明


(1) 離職者の居住安定確保に向けた市営住宅の活用＜拡充＞

市営住宅のうち利用予定のない部屋を、住居を失った離職者に提供

＊ 離職者が一定の条件を満たせば、労働金庫の融資が利用可能

(2) ミニ就職面接会

ハローワークに求人票を提出する企業による個別面接会の実施

(3) ｢正社員就職フェアやお｣の実施

市内企業による合同面接会をハローワーク布施と合同で実施


(1) 商業情報誌「ＳＹＡＯＮ」の臨時発行＜拡充＞

地域資源と商店街をビジュアルに案内する情報誌を八尾商工会議所が発行



(1) 八尾市小規模企業融資の充実＜拡充＞

小規模企業が融資制度を利用しやすいように制度を拡充

（金利の引き下げ、融資限度額の拡大）

(2) 公共工事の早期発注、早期支払い＜拡充＞

八尾市が発注する公共工事で中小企業に配慮し、発注と支払いを早期に実施

【その他の主な関連事業】

(3) 売掛債権担保融資保証制度の活用による建設業者の資金調達の円滑化支援

建設業者(中小企業者)が、市に対して有する売掛債権の譲渡を承認することで、当該債権を活用した融資制度の利用を可能とし資金調達の円滑化を図る
【連絡会議による連携事業】

(4) 先輩経営者に学ぶセミナー・経営相談＜新規＞

現在の不況に直面する経営者に何らかのヒントにしてもらうため、中小企業経営者を講師に、｢不況時の経営者としての心構え｣をテーマにセミナーを開催し、終了後に金融機関による経営相談を実施

(5) 公的支援制度の活用を促進＜拡充＞

継続雇用に向けた公的支援制度をはじめ、国や大阪府などが実施する支援制度の内容や申請方法について、市内中小企業に周知する


(1) 地域商業活性化事業の実施＜新規＞

先進的な取組を行う商店街等に対して、事業実施に必要なノウハウ等をサポートする「地域商業活性化アドバイザー」を設置するとともに、他の商店街等にも参考となるような先進的なモデル事業の実施を委託

(2) エコバックを活用した地域商業の振興＜新規＞

エコバックの配布と利用促進を通じて、消費者に対し環境の保護に関する啓発とともに商店街等の振興を図る

【その他の主な関連事業】

(3) 八尾市中小企業サポートセンターの運営

八尾市中小企業サポートセンターにコーディネーターを配置し、人材の確保･育成や経営革新、技術革新を支援するとともに、市内中小企業事業者に対し国の支援制度等の情報を提供

(4)  商業ネットワーク化支援事業

市内の商店情報をデータベース化し、インターネットを通じて個店情報等を発信、また、商業者が集まる地域商業活性化に向けた検討の場を設置

(5) 中小企業情報化支援事業(ものづくりネット)

市内ものづくり企業の各種データを集約し、企業の特徴や強み、課題を把握することにより、適切な支援を行うとともに、公的支援制度の紹介や各種セミナーの情報などを発信

(6) 意欲ある事業者経営・技術支援補助金

新製品開発や新分野進出等を図る市内中小企業等が、公的機関を利用した時に必要経費の一部を助成する

(7) ものづくり人材育成事業

中小企業人材の技術の高度化を図るため、経営者に対して人材育成の必要性を啓発するとともに、公的支援制度などの情報提供やセミナーを実施

(8) 工場立地促進事業

ものづくり集積促進奨励金制度を活用し、市内の工場集積を維持・発展させるため、工場の流出を防止し、工場適地への流入を促進

(9) 八尾市中小企業地域経済振興功績者顕彰事業

八尾市内の中小企業で、地域経済の振興に大きな功績のあった団体及び個人を顕彰することで、今後の活動意欲を喚起するとともに、産業に対する市民の理解を深め、より一層の産業集積の維持発展を促進する。

【連絡会議による連携事業】

(10) 商工振興支援拠点の整備＜新規＞

本市の商工業の活性化を目指し、八尾商工会議所との協力により商工振興支援拠点を整備（平成２３年４月竣工予定）

(11) 八尾市産業博の開催

八尾商工会議所、大阪東信用金庫と連携して、受注商談会やビジネスマッチング博を開催するなど、市内中小企業のビジネスチャンスの拡大を支援


(1) 就労相談と生活相談の連携＜拡充＞

就労相談の対象者の多様化と相談件数の増加に対応するため、就労相談及びそれを支える生活上の諸問題の解決に向け、関係機関と連携した事業へと強化

(2) 雇い止め非正規雇用労働者の市での臨時的雇用＜新規＞
【その他の関連事業】

(3) 八尾市ワークサポートセンターの運営

市民の就業機会の拡充を図るため、ハローワーク布施の地域職業相談室との連携により八尾市ワークサポートセンターを運営し、各種制度についての情報提供や、専門家による勤労者法律相談を実施

また、ハローワーク求人企業による個別の｢ミニ就職面接会｣を開催

(4) 八尾市地域就労支援事業
身体的機能、出身地、性別等、さまざまな就労阻害要因から雇用・就労が実現できない就労困難者等を対象に、一人ひとりに応じた支援メニューを提供し、雇用・就労につなぐ
(5) シルバー人材センターの活用

市が実施する事業を、シルバー人材センターに委託することにより高齢者の雇用を維持・創出


(1) 定額給付金の給付[再掲]＜新規＞

国の２次補正で成立した｢定額給付金｣の給付を通じて、市民の生活支援とともに地域経済の活性化を促進

(2) 名物アイデアコンテスト作品の商品化支援＜新規＞

２０年度に実施した「名物アイデアコンテスト」で提案のあったアイデアに基づく試作品の作成･展示など、地域資源を活かした特産品のモデル化を支援
【連絡会議による連携事業】

(3) プレミアム付地域商品券の発行＜新規＞

地域商業の活性化に向けて消費者の購買意欲の向上を図るため、１０％の付加価値を設定した、発行総額１億１千万円(うち付加価値分１千万円)の「地域商品券」を、定額給付金の支給時期にあわせて発行
(4) 地域通貨の流通促進＜新規＞

｢地域通貨｣の流通による経済活動やグループ活動の活性化を促進するため、ＮＰＯと連携して地域通貨の流通の仕組みづくりを行う

(5) 商工振興支援拠点を活用した総合的な支援の検討＜新規＞

整備を予定している商工振興支援拠点を活用し、八尾市と八尾商工会議所とが連携して、市内中小企業者への支援の充実と利便性の向上を図る。


(1) 定額給付金の給付及び子育て応援特別手当の支給

(2) 地域活性化・生活対策臨時交付金を活用した公共工事の前倒し発注
· 学校･幼稚園教室への扇風機の設置

· 学校への防犯灯の整備（ＬＥＤ照明）

· 志紀小学校給食調理場の改修

· 公立保育所の改修

(3) ふるさと雇用再生特別交付金・緊急雇用創出事業臨時特例交付金の活用

· さまざまな人権課題に対する市民意識調査事業

· 街かどデイハウス支援事業

· 地域通貨活用による地域活性化促進事業

· ｢ものづくりのまち・八尾｣ブランド化推進事業

· 市営住宅入居者及び市民の住宅に対する意識等調査事業

· 河川環境保全事業

· 災害危険度判定調査事業

· 公園･緑地環境保全事業

· 市営住宅及び共同施設等の環境改善事業

(4) 安心こども基金の活用による子育て支援

(5) 障害者自立支援対策臨時特例交付金の活用

(6) 介護報酬改定による介護従事者の処遇改善

八尾市緊急経済雇用対策


～平成２１年度～





八尾市・八尾市緊急経済雇用対策連絡会議





（平成２１年３月２７日）





【緊急経済雇用対策について】





原油・原材料価格の高騰やアメリカに端を発した金融不安の拡大は、世界経済の急激な悪化をもたらし、わが国経済に大きな打撃を与えている。とりわけ、中小・零細企業が集積する本市においても、受注の減少や円高による影響が大きく、経済状況が好転する見通しが不透明ななかで、さらなる地域経済の悪化につながることも予想される。また、非正規雇用の労働者を中心とした雇用契約の打ち切りなど、雇用環境の面でも厳しい状況が続いている。


こうした状況を踏まえて、関係機関が連携し地域経済の活性化や安定した雇用の確保を図ることが重要であり、国や大阪府の事業も効果的に活用しながら、実施可能なものから順次取り組むことにより、市民や事業者が安心して生活できる環境を確保する。





景気後退や雇用悪化が長期化するなかで、国や大阪府の動向も踏まえながら、





事業者や市民ニーズの反映


地域経済の活性化と雇用の創出


経営基盤の強化に向けた支援


八尾市産業振興会議との連携





の視点に留意しつつ、関係機関が情報を共有するとともに、各機関が連携することで効果的･効率的な事業実施に努める。





【対策で検討すべき視点】





｢八尾市緊急経済雇用対策連絡会議｣


関連機関が連携し、情報の共有と円滑な事業実施を図るための連絡会議を１月28日に設置


構成：八尾市、八尾商工会議所、


大阪東信用金庫、布施公共職業


安定所　(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ)南都銀行


（事務局：経済環境部産業政策課）





｢八尾市緊急経済雇用対策会議｣


副市長をトップに部局長による全庁的組織を１月13日に設置


八尾市緊急経済雇用対策の検討、国の補正予算等への対応などについて調整し、速やかに且つ効果的に実施する。


（事務局：経済環境部産業政策課）





緊急に取り組むべき事項








● 予算執行での工夫や相談業務の拡充をはじめとした既存事業の効果的な運用など、限られた資源を有効に活用した中小企業支援や就労支援を基本とする。


● 国や大阪府、他の支援機関が実施する、産業の活性化や中小企業支援、雇用の安定に関する事業との連携も図りながら事業を展開する。





経営悪化を緩和するための中小企業支援





中小企業の経営安定に向けた支援





安定した雇用環境の確保に向けた支援





賑わいづくりによる地域経済の活性化





国の二次補正予算への対応








具体的取り組みについて





20年度に実施済の事業








経営悪化を緩和するための中小企業支援





中小企業の経営安定に向けた支援





安定した雇用環境の確保に向けた支援





賑わいづくりによる地域経済の活性化





21年度に実施予定の事業





経営悪化を緩和するための中小企業支援





中小企業の経営安定に向けた支援





安定した雇用環境の確保に向けた支援





賑わいづくりによる地域経済の活性化





＊ 就労環境の確保の観点から、子育てや障害者の方々への支援に関する事項についても記載





国の二次補正予算への対応












